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各国の児童生徒が学んでいる教科
書は、その国の人々の成長の背景をなす文化、価値観、常識などを理解する手がかりになるといえよう。　
海外の教科書を翻訳したシリーズ
が
い
く
つ
か
あ
る。
初
期
の
も
の
に
は、
帝国書院刊
「全訳世界の地理教科書」
全
二
二
巻（
一
九
七
七
〜
七
九
年
）、
お
よび
「全訳世界の歴史教科書」全三
三
巻（
一
九
八
〇
〜
八
三
年
）
が
あ
る。
欧米諸国中心だが、途上国もいくつか
含
ま
れ
て
い
る。
「
世
界
の
教
科
書
＝
歴史」全二八巻（ほるぷ出版
　
一九
八一〜八五年）には、
トルコ、
中国、
エジプト、韓国、インドネシア メキシコ、ブラジル、パキスタン、ベト
ナ
ム
の
巻
が
あ
る。
「
対
訳
　
世
界
の
教
科
書
に
み
る
日
本
」（
国
際
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
三
〜
九
五
年
）
は、
各国教科書から日本に関する記述を抜粋して原語と対訳式で紹介するシリ
ー
ズ。
中
国、
韓
国、
フ
ィ
リ
ピ
ン、
アメリカ、ヴィエトナムの五編がある。　
最近のものでは「世界の教科書シ
リーズ」
（明石書店
　
二〇〇〇年〜）
があり、現在までに四〇巻発行されている。ほとんどが中学または高校の歴史教科書だが、韓国のものは小学校から通信大学校までの歴史教科
書が一一種類翻訳されている。中国も小学校から高校まで四種ある。このシリーズから特徴あるものをあげてみよう。チベット中央政権文部省著／石濱裕美子
・
福田陽一訳
「チベッ
トの歴史と宗教― 学校歴史
宗
教
教
科
書
」（
明
石
書
店
　
世
界
の
教
科
書
シ
リ
ー
ズ
三
五
　
二
〇
一
二
年
）
は、
イ
ン
ド
の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
な
ど
の
チ
ベット人居住地にある「チベット子供村」
で使われている教科書である。
中学の段階で仏教にもとづく論理学を教えていることに驚かされる。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
支
部
歴
史・
考古・民族学研究所編・村上昌敬訳「ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
歴
史
　
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
高
校
歴
史
教
科
書
」（
同
シ
リ
ー
ズ八
　
二〇〇三年）
は、広大なロシ
アの極東地域の生徒 対象とす 教科書で、開拓、移住、近隣アジア諸国との関係などの歴史が記されている。　
単発の翻訳書に、
ナミビア独立支
援キャンペーン・京都訳「わたしたち
の
ナ
ミ
ビ
ア
」（
現
代
企
画
室
　
一
九
九〇年）
がある。ドイツ、南アフリ
カの支配を受けてきたナミビア人が亡命者の学校で使うために作成したもので、ナミビア人自身による最初の学校教科書である。
　
藤原聖子
「世界の教科書でよむ
〈宗
教〉
」（ちくまプリマー新書
　
二〇一
一年）は、米、英、仏、独、およびトルコ、タイ、インドネシア、フィリピン、韓国の宗教もしくは歴史の教科書から各国の宗教のありかたを読み解こうとするも 。　
次に「教科書問題」をめぐる文献
をとりあげる。日韓歴史 科書研究会
編「
教
科
書
を
日
韓
協
力
で
考
え
る
」
（
大
月
書
店
　
一
九
九
三
年
）
は、
日
韓
の研究者による合同研究会の議論を紹介し、課題 あげてい
齋藤一
晴著「中国歴史教科書と東アジア歴史対話
　
日中韓三国共通教材づくり
の現場から」
（花伝社
　
二〇〇八年）
は、日中韓共通歴史教材委員会による共通教材
「未来をひらく歴史
　
東
ア
ジ
ア
三
国
の
近
現
代
史
」（
高
文
研
　
二〇〇五年）
の作成過程を紹介する
とともに、中国の歴 教科書の変遷を詳述してい 。
中村哲編著「東ア
ジアの歴史教科書はどう書かれているか
　
日・中・韓・台の歴史教科書
の
比
較
か
ら
」（
日
本
評
論
社
　
二
〇
〇
四年）
も国を越えた研究会の成果で、
日本の高校教諭や、中国、韓国、台湾の博士課程留学生らが各国の歴史教科書を分析している。菊池一隆著「東
ア
ジ
ア
歴
史
教
科
書
問
題
の
構
図
　
日本・中国・台湾・韓国、および在日
朝
鮮
人
学
校
」（
法
律
文
化
社
　
二
〇
一三年）
は、中国現代政治経済史を
専門とする著者が各国 歴史教科書
における史実の描かれ方を綿密に比較
検
討
す
る。
並
木
頼
寿・
大
里
浩
秋・
砂山幸雄編「近代中国・教科書と日本
」（
研
文
出
版
　
二
〇
一
〇
年
）
は、
戦前期にすで 日中間で発生していたという教科書問題を初めてとりあげた研究書である。　
歴史教科書のあり方を検討する政
治家グループの活動を伝える資料として、日本の前途と歴史教育を考える若手議員の会編「歴史教科書への疑問
　
若手国会議員による歴史教科
書
問
題
の
総
括
」（
展
転
社
　
一
九
九
六
年）がある。史実をめぐって見解を異にする論者との議論が詳細に記録されている。　
海外の教科書の翻訳や論考の対象
は歴史教科書が多いが、その他の科目の教科書も各国特有の文化や教育のありかたが読みとれ 一次資料といえよう。外国の教科書はいくつかの図書館で閲覧可能である。教科書研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
教
科
書
図
書
館
に
は、世界四六カ国の二万冊を超える教科書がある。ＡＣＣＵ（ユネスコアジア文化センター）ライブラリーは、一九七〇〜八〇年代 アジア諸国の教科書を約三〇〇〇点所蔵。アジア経済研究所図 館でも網羅的はないが、韓国、タイ イ ドネシア等の教科書を所蔵している。（い
し
い
　
み
ち
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
図書館）
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